
1997年出上の木簡

は
か

た
　
い

せ
き
ぐ
ん

福
岡
・博
多
遺
跡
群

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
市
博
多
区
中
呉
服
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第

一
〇
〇
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）

一
〇
月
―

一

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
福
岡
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
大
庭
康
時

５
　
遺
跡
の
種
類
　
中
世
都
市

Ｇ
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
中
期
―
現
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

博
多
遺
跡
群
は
、
博
多
湾
に
面
し
て
形
成
さ
れ
た
砂
丘
上
に
位
置
す
る
複
合

遺
跡
で
あ
る
。
遺
跡
群
全
体
の

時
期
と
し
て
は
、
弥
生
時
代
中

期
か
ら
現
代
に
及
ぶ
が
、
古
代

末
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
対
中

国

・
対
朝
鮮
の
貿
易
拠
点
と
し

て
著
名
で
あ
る
。

本
調
査
地
は
、
埋
没
地
形
で

あ
る
砂
丘
間
低
地

（旧
河
道
）

上
に
あ
た
り
、
鎌
倉
時
代
以
前

に
は
遺
構
は
営
ま
れ
て
い
な
い
。　
一
四
世
紀
前
半
頃
に
、
幅
二
ｍ
程
の
溝
が
掘

ら
れ
、
以
後
土
坑

・
柱
穴
な
ど
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
溝
は
掘
り
直

し
を
重
ね
な
が
ら
、　
三
ハ
世
紀
ま
で
続
い
て
い
る
。

木
簡
は
、
溝
の
下
層
の
黒
色
泥
土
中
か
ら
出
土
し
た
。
お
お
む
ね

一
四
世
紀

前
半
頃
の
遺
物
と
考
え
て
い
る
。　
一
点
の
み
の
出
土
で
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω

　

「
一　

日
国
〔〓
一ヵ
〕

一　

口
□
□
ゃ
ぅ
く
ろ
こ
め
□

　

　

　

（Ｓ
ｙ
ｅ
ｗ
誤

寓
Ｐ

左
右
及
び
下
端
は
欠
損
し
て
い
る
。
表
面
に
刃
物
傷
が
み
ら
れ
、
折
敷
断
片

と
思
わ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
し
な
い
。
墨
痕
は
遺
存
部
分
で
二
行
確
認
で
き
る
。

「
三
や
う
く
ろ
こ
め
」
は
、
「算
用
黒
米
」
で
あ
ろ
う
か
。
墨
痕
が
残
る
の
で
、

以
下
に
文
字
が
続
く
と
思
わ
れ
る
が
折
損
に
よ
り
不
明
で
あ
る
。

大
庭
康
時

0         3cれ  
｀`プ

崇

(福 岡)


